
　　　　　　　　　　　　　　　平成2１年度　　矢掛町立山田小学校学校評価書

校長 弓取　錦也　　印

学級数 ８学級 児童数 ７６人

Ａ成果をあげている　　Ｂほぼ成果をあげている　　Ｃあまり成果をあげていない　　Ｄ成果をあげていない

中期目標 単年度目標 具体的計画 達成基準 評価

1

学ぶ意欲を高め理解を深
める授業づくりをする。

「分かる，できる授業」「特別支援
教育の視点を取り入れた授業」
の充実を図る。

校内研修や授業研究によって指導
法を改善する。

アンケートにより，授業が分か
り，楽しいと答える児童が８０％
を超える。 A

2

国語と算数の基礎的・基
本的な内容の確実な定着
を図る。

当該学年の国語と算数の基礎
的・基本的な内容の到達度が８
割以上になるようにする。

Ｔ・Ｔでの朝の学習・わかるタイムを
行い，繰り返し指導をする。
読解力を付ける内容を選定して指
導する。

当該学年の国語と算数の基礎
的・基本的な内容の到達度が８
割以上の児童が８０％を超える。 A

3

コミュニケーション能力の
育成を図る。

全教育活動の中でコミュニケー
ション能力を育成する。

年間を通して自分の考えを書いたり
説明したりする場を多く設定する。
全校スピーチなど，全体の場で発表
する機会を設ける。

アンケートにより，自分の考えを
分かりやすく書いたり発表したり
しようと努力している児童が８
０％を超える B

4

家庭学習の充実を図る。 学年にあった家庭学習を提示し，
学習への意欲をもたせたり理解
を深めたりする。

家庭学習時間（１０分×学年）を考
えて家庭学習の内容を考える。
特に，矢掛町家庭学習強化期間に
は，児童に目標時間を考えさせた
り，保護者にも協力を呼び掛けたり
する。読書量を増やす。

アンケートにより，家庭学習時間
（１０分×学年）以上している児
童が，　8０％を超える。
週に一冊以上本を読む児童の割
合が９０％を超える。

B

5

特別支援教育の充実を図
る。

個々の児童の実態を共通理解
し，児童の困り感に応じた指導を
目指す。

生徒指導終礼及びケース会議など
で連絡を密にしたり，専門家の意見
を参考にしたりする。個別の支援計
画，個別の指導計画を作成して，よ
りきめ細かい個別指導をする。

週一度生徒指導終礼及び必要
に応じケース会議を行い，児童
の実態や困り感を共通理解し，
児童の心の安定を図ることがで
きたか。児童それぞれの個別の
課題がおおむね達成できたか。

B

6

いじめや不登校の生まれ
ない環境整備をし，積極
的な対応に取り組む。

何でも話すことのできる雰囲気作
りに努め一人一人が大切にされ
る学級づくりや学校づくりを行う。

学級では　「よいところ探し・ クラス遊
び」学校では　「縦割り班活動・なかよし
集会」 等を企画・運営する。
遅刻が多い等不登校傾向の児童につ
いて，専門機関と連携しながら対応す
る。また，登校支援員の観察や日誌等
を活用して，連携を図り，不登校化を防
ぐ。

なかよくなるカードのアンケート
で，「学校が楽しい」と感じている
児童が，８０％を超える。  いじめ
ゼロ。　　不登校ゼロ。 B

7

子どもの心に寄り添う教
育相談や支援を行う。

児童の生活を見守り，児童の心
のサインを見逃さない努力をす
る。問題があれば学校全体で解
決にあたる。

なかよくなるカードのアンケートを基
に教育相談日を学期１回設ける。
帰りの会で，「今日のキラリ」等を紹
介して，掲示する。

教育相談等で児童の話をよく聞き信
頼関係づくりができたか。
友達のよさに気付いたり，感謝した
りした内容のカードが増えたか。

B

8

外遊びを奨励し，進んで
体を鍛えようとする態度を
育てる。

友達と楽しく体を動かす子どもを
育てるとともに，自ら進んで体力
を向上させようとする態度を育て
る。

元気タイム（月２回）を設け，体を鍛
えるとともに運動に親しむ子どもを
育てる。また，「名人への道」の得点
の高い児童について表彰し，児童
の意欲を高める。
みんなでチャレンジランキング（各学
年・縦割り班）に全校で取り組み，励
まし合って楽しく運動する子どもを育
てる。

アンケートにより，「学校で進ん
で外スポーツを楽しんだり，外で
しっかり遊んでいる」に当てはま
る児童が学校全体の８０％以上
になったか。 B

9

基本的な生活習慣の定着
を図る。

「矢掛町あはは」（あいさつ・はき
ものそろえ・「はい」の返事）の運
動を充実させる。
「矢掛町保・幼・小・中 生活習慣・
学習規律等一貫指導プラン」に合
わせた基礎的な生活習慣の定着
を目指す。

「矢掛町あはは」を毎日唱え意識を
高めたり，学級懇談等で実施を推奨
したりする。
元気アップカードを作成，実施する
ことで，より望ましい生活習慣が身
に付くように，児童・保護者に対して
指導啓発する。また，家庭で決めら
れた「テレビやゲームの合計時間」
の項目で，メディアとの望ましい関
わり方についての意識を高める。

「早寝　早起き　朝ご飯｣」の習慣が
定着，家庭で決められた「テレビや
ゲームの合計時間」を守ろうとする
意識の高まりが見られたか。元気
アップカード得点８割以上達成でき
る子が学校全体の７０％を超えるこ
とができたか。
｢矢掛町あはは｣運動の意識が高ま
り，実践できているか。児童・保護者
のアンケートで，できているが８０％
を超えることができたか。

B

10

保護者・地域から信頼さ
れる学校づくりを目指す。

学校情報の積極的な情報公開に
努める。

学校経営がよくわかる便りを月１回
出し，毎月全戸配布する。ホーム
ページ上で学校の情報を発信する。
また，ブログを利用し，情報を頻繁
に発信する。

学校だよりが年間１1回発刊でき
たか。毎回全戸配布できたか。
毎月２回以上ブログの更新がで
きたか。

A

11

外部ボランティアとの連携
を深める。

保護者・地域の方等に教育活動
への参加を呼びかける。

学校支援地域コーディネーターとの
連携を深め，行事ごとにボランティ
アの内容を検討することで，積極的
な参加を呼びかける。
地域連携担当や教頭が窓口となり，
ボランティアの協力による「学習アシ
スト型授業」を効果的・計画的に実
施する。

「学習アシスト型授業」「水やりボ
ランティア」「環境整備支援ボラン
ティア」「安全パトロール」等，外
部ボランティアの活動内容を検
討し，参加者数が増やせたか。
「学習アシスト型授業」は年間を
通して，ボランティアの協力の
下，実施することができたか。ま
た，教師や児童の感想等でその
効果が認められたか。

B

￬

￬

　

分　析　・　改　善　方　策

学　校　関　係　者　評　価

〇学力向上については，「学ぶ意欲を高め理解を深める授業づくり」の研究により指導法を改善し，T・Tでの朝学習・わかるタイムで基礎的・基本的な内容を繰り返し指導して学力の定着を図っている。全国学力・学習状況調
査の平均正答率は，国語A・算数Aはともに全国平均を上回っている。国語では登場人物の気持ちを読み取ったり文章を書いたり，算数では筋道を立てて考えたり説明したりすることが苦手な児童が多いようである。自分の
考えを書き，理論的に説明する機会を多くもつ授業が望まれる。コミュニケーション能力の育成は授業で自分の考えを書いたり説明したりする機会を多く設定され，確実に身についてきている。
〇「よいところ探し」「縦割り班活動」や一人一人を大切にする学級づくり等の取り組みにより，いじめはなく望ましい学校づくりをされている。新たな不登校を生まないため，また特別支援教育充実のため，支援員やソーシャル
ワーカーなどの増員をお願いしたい。
〇基本的な生活習慣「早寝・早起き・朝ごはん」について，「朝ごはん」習慣の定着は７割の児童が達成しており望ましいが，「早寝・早起き」習慣は塾通いや少年団活動などがあり難しいようである。「テレビ・ゲームの利用時
間」については２時間までの目標を達成した児童が多くおり大変すばらしい。今後も継続して指導するくことが望まれる。
〇学校の情報公開は，学校だよりを毎月全戸配布したり，ホームページを更新したりして，積極的になされている。
〇ボランティアとの連携については，「学習ボランティアによる学習アシスト型授業」「水やりボランティア」「安全パトロール」など様々な活動を通じて学校と地域が連携を深め，子どもを育てる望ましい姿が多く見られる。
〇各教室にエアコンが設置され，快適な学習環境が整備されている。学校から保護者へ緊急連絡のため，早急にメール配信システムの導入を教育委員会で検討されたい。
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学校だよりは毎月発行し，全戸に配布した。PTA新聞は１回発行し，全戸に
配布した。ブログは，月に２～７回更新している。学校評価アンケートでは，
９４％の保護者が「学校は教育活動の様子や情報をよく伝えている」と答え
ている。（昨年度も９４％）また９８％が「学校は授業や行事を参観する機会
をよく設けている」と答え，積極的な学校公開・情報公開ができているといえ
る。

「学習アシスト型授業」は，今年度も５・６年生が，総合的な学習のアスパラ
の収穫体験や調理，家庭科のミシン学習で実施した。「学習ボランティア」
は，朝学習やわかるタイムで毎回１０人程度のボランティアの方々に学習プ
リントの採点をしていただき，基礎的な学力の向上に役立った。校庭の栽培
環境は大勢の「水やりボランティア」のおかげで，年間を通して美しく整えら
れた。
アンケート結果から，８８％の児童が「地域の人が学校にきてくださって楽し
い」と答えている。９２％の児童が「地域の人が勉強を教えてくださってよくわ
かる」と答えた。また，すべての保護者（１００％）が「学校は地域ボランティ
アを積極的に活用している」と答えた。
しかし，ボランティアの活動内容の検討や，参加者数を増やすことへの取り
組みに課題が残る。

　学力向上については，授業がよく分かり，楽しいと感じている児童がほとんどである。学習時間の確保・指導法の工夫などの努力を重ねると共に，朝の学習・わかるタイムを活用してより一層基礎的・基本的な学力の定着を
図りたい。また，クラスでのフリートークや児童朝礼など，全体の場で自分の考えを話す機会を増やした。進んで発表したり質問したりする意欲は高まったが，声の大きさなど自分の思いが相手にしっかり伝わる技能を身につ
けていく必要がある。家庭学習は，「矢掛町家庭学習強化期間」を利用して保護者に協力を呼び掛け，ほとんどの児童が家庭での学習時間を確保できた。今後は，学習内容を自分で決めるなど，自主的に学習する態度を育
てていきたい。また，週1冊以上の読書量を確保するため，読書週間の取り組みや読書環境の整備をしていく取り組みをより一層進めていく必要がある。
　支援が必要な児童については，職員間で共通理解し全員で対応している。不登校の兆しがある児童には，個に応じた声掛けを行うことで効果が上がってきている。また，各クラスで，うれしかったことや頑張っている友達を
紹介する取り組みを継続して行ったことで，友達を思いやる心が育ってきている。指導法の研究や専門機関との連携を深め，より効果的な対応がとれるようにしていきたい。
　たくましい体づくりについては，月2回の「元気タイム」が定着し，上級生が下級生に教える姿も見られ，一人一人が自分の能力に応じためあてをもって運動に取り組めている。「早寝・早起き・朝ごはん」を呼び掛けている
が，早寝・早起きができにくい児童がいる。「矢掛町あはは」では，「あいさつ」「はいの返事」はよくできているが「はきもの」はできていないと感じている保護者が多い。規則正しい生活習慣を身につけるために，これらの啓発
を続けていく必要がある。
　地域との連携については，地域の方々によるボランティア活動が，学力向上や環境整備など様々な教育活動の支えになり，成果を上げている。ボランティアの内容や人員確保が今後の課題である。
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児童のアンケートによると９５％以上が「先生は自分の話を聞いてくれる」
「先生は一人一人を大切にして，自分が仲間はずれやいじめにあった時，
助けてくれると思う。」と感じている。また，学期に１回の教育相談日を設け
て児童一人一人と話し，相談に応じている。問題があれば生徒指導終礼等
で話し合ったり，必要に応じてケース会議を行って児童の実態や困り感につ
いて，多くの職員の視点から情報を出し合い，学校全体で児童への適切な
関わりができるようにしている。
各学級で，頑張っていた友達のことや，友達にしてもらってうれしかったこと
を紹介する取組を継続して行うことが，お互いのよさに気付いて認め合った
り，お互いを思いやったりする人間関係づくりの助けとなっている。

業間，昼休みには仲良くクラス遊びをしたり，異学年で遊んだりする姿が多
く見られている。縦割り班活動では，高学年が低学年の世話を優しく行えて
いる。なかよくなるカードでは「学校が楽しい」「どちらかといえば楽しい」を合
わせて約９８％であった。
不登校の兆しがある児童や長欠児童には，学校のケース会議で対策を検
討し，全職員が連携して指導にあたっている。昨年度から登校支援員が配
置されているので，個に応じた声掛けを行なうことで，効果があがっている。
不登校の児童も登校できる時間が少しずつふえてきている。

アンケートでは，「学校で進んで外でスポーツを楽しんだり，外でしっかり遊
んでいる」と答えた児童が８７％いた。休み時間になると運動場に出て，サッ
カーやドッジボールなどを好んで行う児童が多く，友達と一緒に運動を楽し
む児童の姿が多く見られた。
毎月２回行っている「元気タイム」が定着しており，「名人への道」（個人カー
ド）を活用することで，児童一人一人の能力に応じた目当てをもって運動す
ることができた。また，上級生が下級生に運動の仕方を教えるなど，児童同
士が関わり合いながら運動することもできた。
みんなでチャレンジランキング（縦割り班での長縄跳び）は，昨年同様，冬季
に行うことを予定している。

生徒指導終礼では困り感のある児童への共通理解が図れており，また普
段の終礼でも児童に係わる報告が随時行われることで，支援が必要な児童
に関して，全職員で対応できるようにしている。さらに，個別の支援計画を作
成し，児童の実態に応じた個別指導を行うことで，情緒が安定したり，学力
補充の機会が増えたりした。引き続き効果的な指導の在り方や特別支援教
育支援員との連携を図った指導などを工夫していきたい。

今年度は元気アップカードの項目を増やすとともに，家庭でも目標等を意識
づけしてもらうために，家庭でのチェック欄を設けた。「早寝・早起き・朝ごは
ん」の習慣については，得点８割以上（11点以上）達成した児童が７０％を超
えていたのは「朝ごはん」のみである。「早寝・早起き」の項目では３回目の
夏休み実施で点数が低く，保護者からは「早寝・早起きが難しい」「朝なかな
か起きられない」という感想が寄せられている。規則正しい生活習慣を身に
付けるために，有効な時間の使い方や，計画的に行動することの大切さな
どを啓発していく必要があると考える。
「テレビやゲームの利用時間」については，「矢掛町保・幼・小・中 生活習
慣・学習規律等一貫指導プラン」に合わせて「２時間まで」の目標時間を設
定していて、目標時間を守れている児童が多くいる。また，メディアを利用す
るときの約束を決めている家庭が多く，引き続き児童や家庭への啓発を
行っていきたい。
「矢掛町あはは」に関する保護者と児童のアンケートでは，「あいさつ」・「は
いの返事」では児童・保護者とも，目標値を上回っていた。「はきもの」では
保護者で56％とやや低めであったが，総合的に評価すると，学校でも家庭
でもよい生活習慣を身に付けるための取り組みができていると考えられる。

家庭学習の手引きを保護者に説明し配布することにより，徹底を図ってい
る。また，教師間で共通理解を図り，機会を捉えて児童に指導している。９
３％の児童が１０分×学年以上の学習時間を確保している。矢掛町家庭学
習強化期間には，児童に目標時間を考えさせたり，保護者にも協力を呼び
掛けたりした。児童の実態により，時間に差があるので，学校と家庭の連携
を図りながら，自主的な学習態度を育てていきたい。週に一冊以上本を読
む児童の割合が，７７．６％であった。今後，どんどん読書やぶっくるの教室
への貸し出しなど，読書環境を整え，読書量を確保していきたい。

【　本校のミッション　】 学校運営協議会委員

加藤　　進　（学識経験者）　　　　　　　浅田　秀昭　（小学校ＰＴＡ）
妹尾美智恵　（地域コーディネーター）      武田 真佐子　（民生児童委員）
国司芳子　（学習等ボランティア）   　　顧問：尾島　卓（学識経験者）

学
力
を
し

っ
か
り
つ
け
る
学
校

　　　　　     楽しい学校　信頼される学校
①将来への基礎となる学力をつける学校
②たくましい体と豊かな心を培う学校
③一人一人が大切にされる学校
④家庭や地域とつながる学校

職員数 １６人 家庭数

平成２７年度　矢掛町立山田小学校　評価書

５１戸

授業で，自分の考えを書いたり，説明したりする機会を多く設定した。自分
の考えが発表しやすいように，基本的な話形を指導した。また，クラスでの
フリートークや全体の場で発表する機会を意図的に設け，自分の考えや思
いを表現できるようにした。結果，考えを分かりやすく発表しようとする児童
が，８９％いた。
全校スピーチでは，感想の発表ができる児童が増えたが，声の大きさが小
さいことが課題である。

朝の学習・わかるタイムでは，ボランティアの協力を得て，繰り返し学習する
ことができた。基礎的基本的内容の到達度が，８割以上の児童は，国語８
５％　，算数８５％であった。引き続き，時間の確保，内容の選定，指導法の
工夫をして，定着率が上がるように努めていきたい。

自　己　評　価

アンケートの結果によると，授業がよく分かり，楽しいと感じている児童が９
５％である。子どもが楽しいと感じていると答えている保護者が９４％であ
る。「分かる，できる授業」「問題解決型の授業」「特別支援教育の視点を取
り入れた授業」研究や，アセスメントシートの分析に取り組み，みんなが分か
る授業を目指している。


